石川県実業団剣道大会要領
１．大会出場要件
　　　・申し込み締め切り日までに参加申込書を提出、参加費は当日までに納めること。
　　　・チーム対戦表を作成し、当日受付に提出すること。
２．試合
　(1)団体戦
    a.チーム編成
　　　・監督1人、選手３人(大将、中堅、先鋒)とし、補欠は２人までとする。
　　　・監督は選手または補欠を兼ねることができる(複数チーム出場の場合は何れか1チームのみ)。
　　b.試合方法
　　　・大会参加チーム数によりトーナメント戦あるいはリーグ戦を採用する。
c.試合
　・試合時間は４分３本勝負とし、勝負の決しないときは引き分けとする。
　　　・トーナメント戦の勝敗は、勝者数、取得本数の順で決定。勝敗が決しないときは代表戦とする。
　　　・リーグ戦の勝敗は勝者数、取得本数の順で決定し、チーム毎に勝ち点を配分する(勝ち＝３点、　　引き分け＝１点、負け＝０点)。なお、リーグ戦の順位決定で必要な場合は代表戦を行う。
　　　・代表戦は１本勝負として、試合時間は勝負の決するまでとする。
　　　・団体戦の選手交代は試合場主任へ事前に連絡する。なお、一度退いた選手の再出場は原則として認めないが、選手交代後に何れかの選手が負傷等により試合続行できない場合は、次の試合より選手の交代を認める。なお、この場合も試合場主任に交代前に説明し了解を得る。
　
(2)個人戦
　　a.試合方法
・選手権の部(四段以上)、男子三段以下の部、女子の部(段位の区分なし)の３部にて実施する。

・各部毎にトーナメント戦とするが、参加人数によってはリーグ戦を取り入れることがある。
　　b. 試合
　　　・試合時間は４分又は３分の３本勝負とする。勝負の決しないときは一方が１本を取るまで時間を区切らず延長戦を行う。
　(3)試合規則および審判規則
　　　・全日本剣道連盟の剣道試合・審判規則および細則による。
３．その他
　　　・参加者は当日の会場設営、大会運営、会場撤収に協力すること。特に、今年からは会場進行責任者(チーム単位)を決めて行うこととしますので、今後の連絡事項等にご注意ください。
　　　・当大会はスポーツ保険に入っていないので、試合中の負傷等は各自の責任で行うこと。
以上
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